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２０２４年秋冬から始まるコロナワクチンには「レプリコンワクチン」という、全く新し

い概念の、ｍＲＮＡワクチンが使用されます。私はそれに対して強い懸念を持っています。

下記は２０２４年５月１８日付け、全国有志医師の会代表、藤沢明徳氏の署名入りの声明

（一部改訂・無断掲載）です。これをどう受け取るか、私にはこの是非を語るだけの知識

がありません。と言うより世界中の医師・研究者の誰もが、正解を見い出せていません。

下記をお読みいただいた上で、皆さんのご判断にお任せします。ズルいようですが、今の

医学の限界を超えた新しいアイテムの安全性を、私を含め誰も理解できていないのです。 

【声明】 

 新型コロナウイルスの次世代型ｍＲＮＡワクチンである「レプリコンワクチン」に反対

します。 

 昨年（２０２３年）１１月２４日、新型コロナウイルスに対する新タイプのｍＲＮＡワ

クチンである「レプリコンワクチン」が、世界に先駆け国内で承認されました。認可され

ているのは世界中で日本だけです。６５歳以上の高齢者および６０～６４歳で重症化リス

クの高い人を対象として、今年（２０２４年）秋・冬の定期接種で使用されるものと思わ

れます。レプリコンワクチンは、接種されたヒトの細胞内でｍＲＮＡが自己増幅するよう

設計されており、既存のｍＲＮＡワクチンより少量の接種で高い中和抗体が長期間持続す

るとされています。しかし私は、下記の理由によりレプリコンワクチンの使用に反対を表

明いたします。 

１．「次世代型」などと呼ばれていますが、「ｍＲＮＡ-ＬＮＰ（スパイクタンパクの設計図



が書き込まれたｍＲＮＡをＬＮＰ＝脂質ナノ粒子で包んだ構造）」というプラットフォーム

を応用している点は、従来のｍＲＮＡワクチンと変わりありません。ＬＮＰが激しい炎症

反応を引き起こすとともに、スパイクタンパクも血栓症を誘発するなど、さまざまな毒性

が指摘されています。またスパイクタンパクを発現した細胞は自己の免疫から攻撃を受け、

様々な自己免疫疾患や細胞障害、臓器障害を引き起こすことも明らかになってきました。 

 それゆえレプリコンワクチンによっても、従来のｍＲＮＡワクチンと同様の健康被害が

起こることは十分に予想されます。国の「副反応疑い報告」の報告数や「予防接種健康被

害救済制度」の申請数を見ればわかる通り、ｍＲＮＡワクチンによってワクチン史上最大

の健康被害が起こっていることは明白です。にもかかわらず、その真相究明や被害救済を

置き去りにしたまま、新しい機序のワクチンを実戦投入することは許されるものではあり

ません。 

２．レプリコンワクチンは従来に比べ少量接種で済むため、副作用が少ないかのように言

われています。しかし、ｍＲＮＡの自己増幅やスパイクタンパクの産生がどれくらいでス

トップするのか充分に解っていません。人によっては、従来のｍＲＮＡワクチンより大量

のスパイクタンパクが産生されてしまい、これまで以上の重篤な健康被害が及ぶ危険性も

予想されます。 

３．レプリコンワクチンによって産生されたｍＲＮＡやスパイクタンパクが細胞膜の一部

をまとって「エクソソーム（細胞外小胞の一種）」等として飛び出し、ウイルスが感染する

ように非接種者にも広がってしまうと指摘する研究者もいます。そうした現象がどれくら

いの頻度で起こり得るのか解明はされていませんが、懸念が十分に払拭されているとは言

えません。治験（第１～第３相臨床試験）で安全性と有効性が検証されたとしても、新規

の医薬品の本当のリスクは、実臨床で多くの人に使用されて初めて明らかになります。そ

れは、これまでの新薬の歴史が繰り返し証明しており、新型コロナワクチンについても同

様です。 

 国に対してレプリコンワクチンを含む新型コロナワクチンの承認取り消しと使用中止を

求めるとともに、国民のみなさまにも、レプリコンワクチンであるかどうかにかかわらず、

「新型コロナワクチンはこれ以上接種しない」ことを、当会としてあらためて呼びかけま

す。２０２４年５月１８日 全国有志医師の会代表：藤沢明徳。 

 このほかにも、すでに下記のお知らせをホームページに掲載している医療機関がたくさ

んあります。（一部改訂・無断掲載）  

 ９月２０日に始まる定期接種ワクチンについて。９月から６５歳以上を主に新型コロナ

定期接種が始まります。これに使用されるワクチンは今まで使われたファイザー・モデル

ナ製ワクチンと異なります。 

 今回使われる新型コロナワクチンは世界で日本のみ承認された自己増殖型レプリコンワ

クチンです。国内で４３００人に対し行われた治験では９０％の有害事象があり、５名が

死亡しています。 

 スパイクタンパクを自己増殖し続ける性質のため、これまでのワクチンよりも重篤な疾

患を発生する事と、接種した人だけでなく、接種した人の呼気、汗に含まれる細胞外小胞

エクソソームによる周囲への人達への暴露（シェデイング）の危険性が従来型ワクチンの

１００倍から１０００倍と言われており、絶対に接種してはいけません。 



 当医院ではほかの患者様、従業員とその家族の生命を守るため、当該レプリコンワクチ

ン接種された方の当院へのご来院は例外なくお断りさせて頂きます。 

 これは、とあるペットサロンのホームページです。（一部改訂・無断掲載） 

 ２０２４年１０月より開始される「新型レプリコンワクチン」接種のお客様の入店をお

断りさせていただく事にいたしました。 

 レプリコンとは、自己増殖型ワクチンです。コロナワクチンはｍＲＮＡという人類初の

遺伝子ワクチンです。そのｍＲＮＡを２０倍の増殖力をもって体内で増産し続けるのがレ

プリコンワクチンです。すでにＤＮＡが混入していたこと、スパイクタンパク質が細胞を

攻撃し免疫力の低下・ガン化・血栓の形成による突然死などを引き起こすことも明らかに

なっています。安全性が担保されていないレプリコンワクチンは世界で日本以外承認され

てません。 

 もっとも危険なのが「シェディング」です。接種者の呼吸から有害な感染性生物学的毒

素が大量に排出され、汗腺、体液、排泄物などからも発せられ、未接種の方も同等の事が

おこるとのことです。この告知をするのは、お客様へ、新型ワクチンの危険性、お客様の

健康やご家族様の健康を守って頂きたい気持ちと当店スタッフや家族、ペット、未接種の

お客様も多くいらっしゃいますので、安全性が確認されるまでは、大切な人の健康を守る

ためこのような決断をさせていただきます。どうぞご理解の程よろしくお願いします。 

 ２０２４ 年８月７日、一般社団法人日本看護倫理学会 理事長 前田樹海氏の署名入

り緊急声明は下記からご参照ください。ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｊｎｅａ．ｎｅｔ／ｗｐ-ｃｏｎ

ｔｅｎｔ／ｕｐｌｏａｄｓ／２０２４０８０６ｋｉｎｋｙｕｓｅｉｍｅｉ．ｐｄｆ 

 あくまで私見ですが、正直なところ、この新しい「レプリコンワクチン」、私にはどうに

も危険な匂いがしてなりません。慌てて飛び付かず、しばらく様子を見られることを強く

お勧めします。 

 ◆松本浩彦（まつもと・ひろひこ）芦屋市・松本クリニック院長。内科・外科をはじめ

「ホーム・ドクター」家庭の総合医を実践している。同志社大学客員教授、日本臍帯プラ

センタ学会会長。 


